
Ⅰ 市内従業者数 Ⅱ 起業・創業件数（第２創業・副業含む） Ⅲ 市内就業率
　 (人) 　(件) 　 (％)

施策名 9　産業・雇用就労（１）

R9年度末にめざす状態
（施策目標）【P】

地域の経済循環が高まり、多様な働き方が広がる職住近接のまちが実
現している

進
捗
度

C

(1)市内経済の活性化と循環の促進
施策目標の実現に向けて得られた成果【C】 施策目標の実現に効果のあった取組【D】 取組による効果の内容とその根拠【D】

創業者や既存事業者など、３年連続で100名を超える参加者があ
り、各ステージに応じた支援により５名の創業につながった。

・伴走支援により経営改善は進んだが、中核人材の確保や定着が進まず、成果の持続・発展に限界が見られる。
・補助制度などの支援は社会情勢や市民ニーズの変化に対応しきれておらず、制度設計に硬直性が見られる。
・創業セミナーにより創業者は増加しているが、終了後の支援やネットワーク維持が十分でなく、継続支援が不十分
な状況である。

・人材確保等総合支援事業により、中小事業者の人材確保と生産性向上を一体的に支援し、伴走支援の効果を強化す
る。
・補助金制度の見直しや交付要件の緩和を通じて、企業誘致・開業支援の実効性と柔軟性を高める。
・創業セミナー卒業生への個別支援や情報共有により、事業の成長段階に応じた継続的支援と関係構築を図る。

(2)市内事業者の雇用・定着支援と多様な働き方の促進

施策目標の実現に向けて解決すべき課題【C】 施策目標の実現に向けた今後の取組の方向性【A】

・変革に挑む事業者への伴走支援により課題解決を図り、支援後にIKOMASTARとして認定・紹介することで、雇用や
販路拡大の機会創出につながった。
・飲食店等の新規出店支援を通じ、地域内の経済活動の促進に寄与した。
・創業セミナーでは、実際に参加者間の協業や取引が生まれ、共同商品や新サービスの展開にもつながった。
これらの取組は、市内で人・仕事・資金の流れを生み出しつつあり、今後の地域経済循環の広がりを後押しする動き
となっている。

No.1
市内におけるものづくり操業環境の確保（工業）
積極的な商いと魅力的な店舗の創出・発信（商業）

製造業13社の課題解決に向けた伴走支援を行い、IKOMASTARとし
て認定しPR等を行った。

No.2 市内における雇用促進と地域経済循環の促進
商業エリア補助金活用による新規出店が６件あり、市内の賑わ
いの創出と産業の振興に寄与した。

No.3 ローカルビジネス起業の促進

施策目標の実現に向けて得られた成果【C】 施策目標の実現に効果のあった取組【D】 取組による効果の内容とその根拠【D】

・多様な働き方に関する啓発セミナーの開催や多様な働き方に取り組む事業者の紹介を通じて、市民の柔軟な雇用形
態に対する認識が深まった。
・雇用機会の創出と雇用後の定着支援として、事業者及び市民の交流会並びに労働局と連携した説明会を開催し、雇
用者・雇用希望者の双方で置かれている状況に対する相互理解が進んだ。

No.3 ローカルビジネス起業の促進
目標値を上回るセミナーや交流会を開催し、市民と事業者の交流機会を提供で
きた。また、多様な働き方に取り組む事業者の紹介を行った。

No.4
市内事業者の雇用・定着支援と多様な働き方による雇
用・就労の促進

労働局と連携し、目標どおり面接会や説明会を実施することが
できた。

施策目標の実現に向けて解決すべき課題【C】 施策目標の実現に向けた今後の取組の方向性【A】

・市民と市内事業者とのマッチングを図る機会は一定程度創出されているが、こうした機会を安定的・継続的に提供
する体制や仕組みが十分に整っていない。現状ではイベントベースの取組に依存しており、恒常的な雇用促進にはつ
ながりにくい面がある。
・市内の一部業種では、業務の特性や労働環境により柔軟な勤務形態の導入が困難な場合があり、多様な働き方の実
現に向けた広がりに限界がある。

・雇用創出と人材定着を継続的に後押しするため、マッチングイベント等の単発的な取組に加え、市民と市内事業者
の接点を日常的に生み出せる仕組みや支援体制の整備を進める。
・多様な働き方の導入が難しい業種に対しては、事例の共有や導入手法の提案を行い、段階的・柔軟な導入を促す支
援策を検討することで、業種横断的な働き方改革の推進を図る。

(3)身近な観光価値が地域経済につながる観光振興
施策目標の実現に効果のあった取組【D】 取組による効果の内容とその根拠【D】

・令和７年８月末に本市初の観光案内所「IKOBA」を開設し、観光案内・特産品販売・地元食材を活用した飲食提供
を一体的に行う拠点が整備された。
・生駒山ブランド推進協議会において近鉄グループの参画により連携体制を強化し、ナビタイムジャパンの分析で訪
日外国人の人気上昇エリアとして全国６位にランクインするなど認知向上が見られた。
・大阪・関西万博LOCAL JAPAN展に出展し、他自治体と連携した情報発信により伝統的工芸品「高山茶筌」の国内外
での認知が向上した。

IKOBAの開設により来訪者の滞在・消費機会を創出（半年で約
10,000人来訪）

広域連携の強化とあわせ、ナビタイムジャパン分析で全国６位
にランクインするなど認知向上が確認

【進捗度】Ａ：４年後にめざす状態をすでに実現している、Ｂ：４年後にめざす状態の実現に向けて大変順調に進んでいる、Ｃ：４年後にめざす状態の実現に向けて概ね順調に進んでいる、Ｄ：４年後にめざす状態の実現には努力が必要である、Ｅ：４年後にめざす状態の実現には相当努力が必要である

「住んで楽しい」身近な観光価値が地域経済に繋がる観
光振興

No.5

15.6% 19.1%

大阪・関西万博LOCAL JAPAN展で約11,000人が来場し、国内外へ
の認知向上と来訪機会を創出

《参考》施策の進捗状況を測る代表的な指標【C】 《参考》めざす状態に対する市民実感度

「そう思う」＋「どちらかというとそう思う」と
回答した人の割合

【R7.12月】 【R6.8月】

施策目標の実現に向けて解決すべき課題【C】 施策目標の実現に向けた今後の取組の方向性【A】

・観光案内所の整備や広域連携により来訪のきっかけは創出できているが、来評者の回遊や消費拡大につなげること
が求められる。
・観光関連事業者の収益機会の充実や、地域内での経済循環のさらなる向上に向けた環境整備が求められる。

・IKOBAを起点とした域内回遊の促進や、観光関連事業者と連携した商品造成・販売機会の創出により、滞在時間及
び消費額の向上を図る。
・生駒山ブランド推進協議会を活用した広域連携のもと、効果的な情報発信や誘客施策を展開し、来訪機会の創出と
地域内消費の拡大につなげる。

施策目標の実現に向けて得られた成果【C】
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総合計画審議会からの施策目標の実現に向けた講評等


